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附
則

生
命
の
源
で
あ
る
水
は
、
蒸
発
、
降
下
、
流
下
又
は
浸
透
に
よ
り
、
海
域
に
至
る
過
程
で
、
河
川
の
流
域
を
中
心
に
循
環
し
、
人
の
生
活
や
産
業
活
動
な
ど
と
の
深
い
関
わ
り
を
築
い
て

き
た
。
県
土
の
約
四
分
の
三
を
森
林
が
占
め
る
本
県
で
は
、
そ
の
中
を
縫
う
よ
う
に
、
大
小
の
河
川
が
縦
横
に
流
れ
、
こ
れ
ら
の
河
川
は
、
水
を
提
供
し
、
美
し
い
環
境
を
形
づ
く
り
、
人
々
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の
心
を
癒
や
す
な
ど
、
県
民
生
活
に
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
吉
野
川
流
域
で
は
、
豊
か
な
水
と
流
域
一
帯
の
肥
沃
な
土
壌
が
阿
波
藍
を
は
じ
め
と
す
る
文
化
を
育
ん
で
き
た
も
の
の
、
高
石
垣
や
上
げ
舟
な
ど
の
各
地
に
残
る
洪
水
遺
跡
が

示
す
よ
う
に
、
古
来
か
ら
浸
水
被
害
に
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
。
現
在
も
、
分
水
に
よ
る
利
水
が
四
国
全
体
に
大
き
な
恩
恵
を
与
え
て
い
る
一
方
で
、
本
県
で
は
浸
水
被
害
が
繰
り
返
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
本
県
有
数
の
穀
倉
地
や
工
業
地
帯
を
有
す
る
那
賀
川
流
域
で
も
、
全
国
一
の
日
降
水
量
を
記
録
す
る
な
ど
の
厳
し
い
自
然
環
境
ゆ
え
に
洪
水
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
に
相
反
す

る
渇
水
に
、
長
年
に
わ
た
っ
て
苦
渋
を
味
わ
う
な
ど
、
水
に
関
わ
る
労
苦
の
歴
史
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
。
さ
ら
に
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
及
び
中
央
構
造
線
活
断
層

帯
を
震
源
と
す
る
直
下
型
地
震
の
発
生
も
危
惧
さ
れ
、
治
水
だ
け
で
な
く
あ
ら
ゆ
る
災
害
対
応
も
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

近
年
、
人
口
構
造
の
変
化
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
な
ど
の
多
様
な
要
因
が
水
循
環
に
変
化
を
生
じ
さ
せ
、
そ
れ
に
伴
い
、
更
に
深
刻
な
洪
水
や
渇
水
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
な

ど
、
水
問
題
は
、
ま
さ
に
新
し
い
局
面
を
迎
え
て
お
り
、
川
が
も
た
ら
す
甘
苦
に
通
じ
た
本
県
な
ら
で
は
の
新
た
な
次
元
の
水
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
に
、
私
た
ち
は
、
先
人
の
絶
え
間
な
い
治
水
の
労
苦
の
歴
史
に
鑑
み
、
治
水
の
上
に
利
水
が
成
り
立
つ
と
の
考
え
の
下
、
い
か
な
る
水
災
害
に
も
正
面
か
ら
立
ち
向
か
い
、
県
民
の

尊
い
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
、
英
知
を
結
集
し
た
総
合
的
な
水
管
理
に
、
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
こ
と
を
決
意
し
、
将
来
の
世
代
に
対
す
る
責
務
と
し
て
、
こ
の
条
例
を
制
定
す
る
。

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
条
例
は
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
等
に
よ
り
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
深
刻
な
洪
水
等
及
び
渇
水
か
ら
、
県
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
豊
か
な
自

然
環
境
の
下
で
推
進
す
る
治
水
及
び
利
水
を
は
じ
め
と
す
る
流
域
に
お
け
る
水
管
理
に
つ
い
て
、
基
本
理
念
を
定
め
、
県
民
、
用
水
利
用
者
及
び
水
利
使
用
者
の
役
割
並
び
に
県
の
責
務

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
流
域
に
お
け
る
水
管
理
の
基
本
と
な
る
施
策
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
本
県
な
ら
で
は
の
流
域
に
お
け
る
水
管
理
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
し
、
も

っ
て
水
災
害
に
強
い
社
会
の
構
築
を
図
り
、
県
民
の
安
全
で
豊
か
な
暮
ら
し
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
条
例
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

水
循
環

水
循
環
基
本
法
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
水
循
環
を
い
う
。

二

健
全
な
水
循
環

水
循
環
基
本
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
健
全
な
水
循
環
を
い
う
。

三

水
管
理

健
全
な
水
循
環
を
実
現
す
る
た
め
の
水
の
管
理
を
い
う
。

四

雨
水
出
水

水
防
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
雨
水
出
水
を
い
う
。

五

水
災
害

洪
水
、
雨
水
出
水
若
し
く
は
高
潮
（
以
下
「
洪
水
等
」
と
い
う
。）
又
は
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
及
び
少
雨
に
よ
る
渇
水
被
害
を
い
う
。

六

水
教
育

水
に
関
わ
る
労
苦
の
歴
史
及
び
文
化
並
び
に
健
全
な
水
循
環
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
県
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
水
に
関
わ
る
労
苦
の
歴
史
及
び
文
化
を
次
代
に
継
承

す
る
た
め
に
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
場
に
お
い
て
行
わ
れ
る
水
に
関
す
る
教
育
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
啓
発
活
動
を
い
う
。
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七

河
川
管
理
施
設
等

河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
三
条
第
二
項
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
規
定
す
る
河
川
管
理
施
設

（
以
下
「
河
川
管
理
施
設
」
と
い
う
。）、
砂
防
法
（
明
治
三
十
年
法
律
第
二
十
九
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
砂
防
設
備
及
び
海
岸
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
一
号
）
第
二
条
第
一

項
に
規
定
す
る
海
岸
保
全
施
設
を
い
う
。

八

雨
水
貯
留
浸
透
施
設

雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
し
、
又
は
地
下
に
浸
透
さ
せ
る
機
能
を
有
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
洪
水
又
は
雨
水
出
水
に
よ
る
浸
水
被
害
の
防
止
を
目
的
と
す
る
も

の
を
い
う
。

九

農
業
用
水

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
土
地
改
良
事
業
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
農
業
用
用
水
路
に

よ
り
供
給
さ
れ
る
水
を
い
う
。

十

水
道
用
水

水
道
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
七
十
七
号
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
水
道
に
よ
り
供
給
さ
れ
る
水
を
い
う
。

十
一

工
業
用
水

工
業
用
水
道
事
業
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
工
業
用
水
を
い
う
。

十
二

用
水
利
用
者

農
業
用
水
、
水
道
用
水
及
び
工
業
用
水
を
利
用
す
る
者
を
い
う
。

十
三

水
利
使
用
者

河
川
法
第
二
十
三
条
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
許
可
を
受
け
た
者
及
び
同
法
第
二
十
三
条
の
二
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
登
録
を
受
け
た
者
を
い
う
。

（
基
本
理
念
）

第
三
条

流
域
に
お
け
る
水
管
理
は
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
等
に
よ
り
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
深
刻
な
洪
水
等
及
び
渇
水
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
巨
大
地
震
、
中
央
構
造
線

活
断
層
帯
等
を
震
源
と
す
る
直
下
型
地
震
並
び
に
津
波
等
の
自
然
災
害
並
び
に
人
口
減
少
及
び
少
子
高
齢
化
等
に
よ
る
著
し
い
社
会
環
境
の
変
化
に
対
し
て
、
県
民
の
安
全
及
び
安
心
が

じ
ん

確
保
で
き
る
よ
う
、
強
靱
な
県
土
づ
く
り
を
旨
と
し
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

2

流
域
に
お
け
る
水
管
理
は
、
先
人
の
絶
え
間
な
い
治
水
の
労
苦
の
歴
史
に
鑑
み
、
治
水
の
上
に
利
水
が
成
り
立
つ
と
の
考
え
の
下
、
洪
水
等
に
よ
る
浸
水
被
害
の
防
止
を
最
優
先
と
し

て
、
県
民
が
健
全
な
水
循
環
の
恩
恵
を
最
大
限
に
享
受
で
き
る
よ
う
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

流
域
に
お
け
る
水
管
理
は
、
水
に
関
わ
る
労
苦
の
歴
史
及
び
文
化
並
び
に
健
全
な
水
循
環
の
重
要
性
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
た
め
の
水
教
育
を
推
進
し
、
県
民
、
県
、
市
町

村
そ
の
他
の
関
係
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
下
に
流
域
全
体
で
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
県
民
の
役
割
）

第
四
条

県
民
は
、
前
条
に
定
め
る
基
本
理
念
（
以
下
「
基
本
理
念
」
と
い
う
。）
に
の
っ
と
り
、
平
常
時
か
ら
水
災
害
に
対
す
る
危
機
意
識
を
持
っ
て
、
自
ら
の
安
全
を
自
ら
守
る
た
め
、

積
極
的
に
水
災
害
対
策
（
水
災
害
を
未
然
に
防
止
し
、
及
び
水
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の
対
策
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る

も
の
と
す
る
。

2

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
平
常
時
か
ら
水
災
害
及
び
水
災
害
対
策
に
関
す
る
研
修
並
び
に
水
災
害
の
発
生
を
想
定
し
た
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
、
水
災
害
及
び
水
災
害
対

初
校



策
に
関
す
る
知
識
及
び
技
能
の
習
得
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

3

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
国
、
県
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
者
が
実
施
す
る
水
災
害
対
策
に
積
極
的
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

4

県
民
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
水
教
育
に
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
に
関
わ
る
労
苦
の
歴
史
及
び
文
化
並
び
に
健
全
な
水
循
環
の
重
要
性
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を

深
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
用
水
利
用
者
及
び
水
利
使
用
者
の
役
割
）

第
五
条

用
水
利
用
者
及
び
水
利
使
用
者
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
平
常
時
か
ら
節
水
及
び
合
理
的
な
水
の
利
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、
国
、
県
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
者
が
実
施

す
る
水
災
害
対
策
及
び
利
水
に
関
す
る
施
策
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
県
の
責
務
）

第
六
条

県
は
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
流
域
に
お
け
る
水
管
理
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
県
民
、
用
水
利
用
者
、
水
利
使
用
者
、
河
川
法
第
五
十
八
条
の
八
第

一
項
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
河
川
協
力
団
体
、
第
四
十
二
条
第
一
項
の
利
水
サ
ポ
ー
ト
団
体
、
水
防
団
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
者
が
実
施
す

る
水
管
理
を
支
援
し
、
並
び
に
関
係
者
間
の
連
携
及
び
協
力
を
推
進
す
る
た
め
の
体
制
の
整
備
を
図
る
も
の
と
す
る
。

（
流
域
水
管
理
計
画
）

第
七
条

知
事
は
、
流
域
に
お
け
る
水
管
理
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
県
の
全
域
及
び
規
則
で
定
め
る
流
域
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
流
域
に
お
け
る
水
管
理
に
関
す
る
計

画
（
以
下
「
流
域
水
管
理
計
画
」
と
い
う
。）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

2

流
域
水
管
理
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

流
域
に
お
け
る
水
管
理
に
関
す
る
課
題

二

流
域
に
お
け
る
水
管
理
に
関
す
る
目
標

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
流
域
に
お
け
る
水
管
理
の
推
進
に
関
し
必
要
な
事
項

3

知
事
は
、
流
域
水
管
理
計
画
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
県
民
、
学
識
経
験
者
、
関
係
行
政
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

も
の
と
す
る
。

4

知
事
は
、
流
域
水
管
理
計
画
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5

前
二
項
の
規
定
は
、
流
域
水
管
理
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
徳
島
県
水
防
の
日
）

第
八
条

県
民
一
人
一
人
が
、
水
防
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
水
防
活
動
の
一
層
の
充
実
を
図
る
た
め
、
徳
島
県
水
防
の
日
を
設
け
る
。

2

徳
島
県
水
防
の
日
は
、
六
月
五
日
と
す
る
。
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3

県
は
、
徳
島
県
水
防
の
日
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
行
事
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
顕
彰
）

第
九
条

県
は
、
流
域
に
お
け
る
水
管
理
の
推
進
に
関
し
、
功
績
の
顕
著
な
者
の
顕
彰
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
財
政
上
の
措
置
）

第
十
条

県
は
、
流
域
に
お
け
る
水
管
理
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
必
要
な
財
政
上
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
二
章

治
水

第
一
節

河
川
等
の
整
備
及
び
維
持
管
理

（
河
川
及
び
河
川
管
理
施
設
等
の
整
備
及
び
維
持
管
理
）

第
十
一
条

県
は
、
そ
の
管
理
す
る
河
川
及
び
河
川
管
理
施
設
等
に
つ
い
て
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
整
備
及
び
維
持
管
理
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

河
道
の
拡
幅
及
び
掘
削
、
堤
防
の
整
備
、
洪
水
調
節
施
設
（
一
時
的
に
洪
水
流
量
又
は
雨
水
の
一
部
を
貯
留
し
、
又
は
調
節
す
る
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
の
設
置
等
の
対
策

を
効
果
的
に
組
み
合
わ
せ
て
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
。

二

河
川
の
流
水
を
流
下
さ
せ
る
能
力
（
以
下
「
流
下
能
力
」
と
い
う
。）
を
著
し
く
阻
害
す
る
河
川
内
の
堆
積
土
砂
、
樹
木
等
の
除
去
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
。

三

流
下
能
力
の
不
足
の
た
め
、
著
し
い
浸
水
被
害
が
発
生
し
た
箇
所
に
つ
い
て
は
、
再
度
災
害
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
た
め
の
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

四

高
潮
、
地
震
又
は
津
波
に
よ
り
相
当
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
計
画
的
な
整
備
及
び
適
正
な
維
持
管
理
を
実
施
す
る
こ
と
。

（
下
水
道
の
管
理
に
係
る
支
援
等
）

第
十
二
条

県
は
、
市
町
村
が
行
う
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
又
は
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
都
市
下
水
路
の
設
置
、
改

築
、
修
繕
、
維
持
そ
の
他
の
管
理
に
つ
い
て
、
情
報
の
提
供
、
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
市
町
村
と
連
携
し
、
及
び
協
力
し
て
、
雨
水
出
水
に
よ
る
浸

水
被
害
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
た
め
の
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

（
河
川
管
理
施
設
等
の
能
力
を
上
回
る
外
力
へ
の
対
応
）

第
十
三
条

県
は
、そ
の
管
理
す
る
河
川
管
理
施
設
等
に
つ
い
て
、当
該
河
川
管
理
施
設
等
の
能
力
を
上
回
る
外
力
が
加
え
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、当
該
場
合
に
お
い
て
も
、

住
民
が
避
難
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
そ
の
管
理
す
る
河
川
管
理
施
設
等
に
つ
い
て
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
等
に
よ
る
外
力
の
増
大
に
対
応
し
た
施
設
の
改
造
そ
の
他
の
措
置
が
よ
り
容
易
に
行
え
る
よ
う

配
慮
し
た
計
画
及
び
設
計
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
総
合
的
な
土
砂
の
管
理
）

第
十
四
条

県
は
、
流
域
の
土
砂
の
管
理
に
つ
い
て
、
国
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
者
と
連
携
し
て
、
総
合
的
な
土
砂
の
管
理
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
必
要
に
応
じ
、
次
に
掲
げ
る
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と
こ
ろ
に
よ
り
取
り
組
む
も
の
と
す
る
。

一

土
砂
の
除
去
並
び
に
除
去
し
た
土
砂
の
流
通
及
び
利
用
を
図
る
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

二

山
地
の
荒
廃
及
び
急
激
な
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

て
い

三

河
道
、
海
岸
汀
線
等
の
変
化
の
観
測
及
び
河
川
に
お
け
る
土
砂
の
動
態
の
把
握
に
努
め
る
こ
と
。

四

海
岸
の
侵
食
を
防
ぐ
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
。

（
県
民
と
の
協
働
に
よ
る
維
持
管
理
）

第
十
五
条

県
は
、
そ
の
管
理
す
る
河
川
及
び
河
川
管
理
施
設
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
県
民
と
の
協
働
に
よ
り
行
う
草
木
及
び
堆
積
土
砂
の
除
去
等
の
活
動
を
推
進
す
る
も
の
と
す
る
。

（
河
川
管
理
施
設
等
の
計
画
的
な
維
持
管
理
等
）

第
十
六
条

県
は
、
そ
の
管
理
す
る
河
川
管
理
施
設
等
に
つ
い
て
、
施
設
の
老
朽
化
及
び
損
傷
等
に
よ
る
機
能
の
喪
失
を
防
ぐ
た
め
、
計
画
的
に
維
持
管
理
及
び
更
新
を
実
施
す
る
も
の
と

す
る
。

2

県
は
、
前
項
に
規
定
す
る
維
持
管
理
及
び
更
新
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
国
等
が
定
め
る
技
術
的
な
基
準
を
満
た
す
と
と
も
に
、
県
民
が
必
要
と
す
る
施
設
能
力
の
向
上
を
図
る
機
能

の
付
加
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
県
以
外
の
管
理
者
へ
の
要
請
等
）

第
十
七
条

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
県
以
外
の
河
川
及
び
河
川
管
理
施
設
等
の
管
理
者
に
対
し
て
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
第
十
一
条
、
第
十
三
条
、
第
十
五
条
及

び
前
条
の
規
定
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
し
、
又
は
協
力
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

（
河
川
管
理
施
設
等
の
機
能
の
活
用
）

第
十
八
条

県
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
河
川
管
理
施
設
等
の
機
能
を
最
大
限
に
活
用
で
き
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

県
以
外
の
排
水
施
設
及
び
洪
水
調
節
施
設
の
管
理
者
と
浸
水
被
害
の
防
止
又
は
軽
減
を
図
る
た
め
の
管
理
及
び
運
用
方
法
に
つ
い
て
一
層
の
連
携
を
行
う
こ
と
。

二

排
水
ポ
ン
プ
車
の
機
動
的
で
円
滑
な
運
用
に
つ
い
て
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
者
と
一
層
の
連
携
を
行
う
こ
と
。

第
二
節

浸
水
被
害
を
防
ぐ
土
地
利
用

（
浸
水
被
害
を
防
ぐ
地
域
づ
く
り
）

第
十
九
条

県
は
、
市
町
村
と
連
携
し
て
、
洪
水
等
及
び
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
か
ら
県
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
前
項
に
規
定
す
る
地
域
づ
く
り
が
円
滑
に
進
む
よ
う
、
必
要
に
応
じ
、
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
市
計
画
そ
の
他
の
土
地

の
利
用
に
関
す
る
計
画
を
活
用
す
る
も
の
と
す
る
。

3

土
地
の
形
質
を
変
更
す
る
行
為
で
あ
っ
て
規
則
で
定
め
る
も
の
（
以
下
「
開
発
行
為
」
と
い
う
。）
を
し
よ
う
と
す
る
者
は
、
開
発
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
土
地
の
区
域
及
び
そ
の
周
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辺
の
地
域
（
以
下
「
開
発
区
域
等
」
と
い
う
。）
に
お
け
る
当
該
開
発
行
為
に
起
因
す
る
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
又
は
排
水
路
（
以
下
「
雨
水
貯
留
浸
透
施

設
等
」
と
い
う
。）
を
設
置
し
、
及
び
当
該
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
等
の
機
能
を
維
持
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

知
事
は
、
開
発
区
域
等
に
お
け
る
浸
水
被
害
を
防
止
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
項
に
規
定
す
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
等
の
設
置
又
は
機
能
の
維
持
を
行
わ
な
い
者

に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
指
導
し
、
又
は
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
浸
水
想
定
区
域
等
に
お
け
る
避
難
に
係
る
計
画
の
作
成
等
）

第
二
十
条

知
事
は
、
洪
水
等
及
び
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
か
ら
県
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
に
対
し
、
当
該
各
号
に
定
め
る
措
置
を
講
ず

る
よ
う
指
導
し
、
又
は
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

水
防
法
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
ロ
に
規
定
す
る
要
配
慮
者
利
用
施
設
の
所
有
者
又
は
管
理
者

同
法
第
十
五
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
計
画
の
作
成
、
訓
練
の
実
施
及
び
自

衛
水
防
組
織
の
設
置

二

水
防
法
第
十
五
条
第
一
項
第
四
号
ハ
に
規
定
す
る
大
規
模
工
場
等
の
所
有
者
又
は
管
理
者

同
法
第
十
五
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
計
画
の
作
成
、
訓
練
の
実
施
及
び
自
衛
水

防
組
織
の
設
置

三

津
波
防
災
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
七
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
避
難
促
進
施
設
の
所
有
者
又
は
管
理
者

同
項
の
規
定
に
よ
る

避
難
確
保
計
画
の
作
成

（
用
語
）

第
二
十
一
条

次
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
及
び
第
七
章
に
お
い
て
使
用
す
る
用
語
は
、
建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
及
び
建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年

政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
で
使
用
す
る
用
語
の
例
に
よ
る
。

（
災
害
危
険
区
域
の
指
定
）

第
二
十
二
条

知
事
は
、
洪
水
又
は
雨
水
出
水
に
よ
る
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
区
域
に
お
け
る
浸
水
被
害
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
た
め
、
河
川
又
は
河
川
管
理
施
設
の

整
備
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
整
備
と
併
せ
て
当
該
区
域
の
一
部
を
建
築
基
準
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
災
害
危
険
区
域
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

2

知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
以
下
「
指
定
」
と
い
う
。）
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
河
川
又
は
河
川
管
理
施
設
の
整
備
、
雨
水
の
流
出
抑
制
そ
の
他
の
浸

水
被
害
の
防
止
又
は
軽
減
を
図
る
た
め
の
措
置
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画
を
策
定
し
、
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
区
域
に
お
け
る
想
定
浸
水
位
（
当
該
計
画
に
お
い
て
定
め
る
降
雨
に
よ
る

洪
水
又
は
雨
水
出
水
に
よ
り
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
位
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

知
事
は
、
指
定
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
市
町
村
長
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

4

知
事
は
、
指
定
を
す
る
と
き
は
、
当
該
指
定
の
区
域
及
び
想
定
浸
水
位
を
告
示
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
旨
を
関
係
市
町
村
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
廃
止
す
る
と
き
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も
、
同
様
と
す
る
。

5

災
害
危
険
区
域
の
指
定
及
び
廃
止
は
、
前
項
の
告
示
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
を
生
ず
る
。

（
河
川
等
出
水
警
戒
区
域
に
お
け
る
建
築
物
の
建
築
の
制
限
）

第
二
十
三
条

河
川
等
出
水
警
戒
区
域
（
指
定
が
な
さ
れ
た
災
害
危
険
区
域
を
い
う
。）
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
建
築
（
同
一
敷
地
内
の
移
転
を
除
く
。
以
下

同
じ
。）
を
し
よ
う
と
す
る
建
築
主
は
、
当
該
建
築
物
が
次
条
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
当
該
工
事
に
着
手
す
る
前
に
、
知
事
の
認
定
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
規
則
で
定
め
る
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

住
宅
、
共
同
住
宅
、
長
屋
及
び
寄
宿
舎

二

児
童
福
祉
施
設
等
（
規
則
で
定
め
る
施
設
を
含
む
。）

三

旅
館
業
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
旅
館
業
の
営
業
の
用
に
供
す
る
施
設

四

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
一
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
病
院
及
び
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る
診
療
所
の
う
ち
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設
を
有
す
る

も
の

五

宿
泊
室
を
有
す
る
研
修
施
設

2

指
定
の
際
現
に
当
該
災
害
危
険
区
域
に
存
す
る
建
築
物
（
建
築
の
工
事
中
の
建
築
物
を
含
む
。）
の
増
築
又
は
改
築
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
増
築
又
は
改
築
に
係

る
部
分
以
外
の
建
築
物
の
部
分
に
対
し
て
は
、
前
項
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

3

第
一
項
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
建
築
主
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
に
、
規
則
で
定
め
る
図
書
を
添
付
し
て
、
知
事
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ
っ
て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

二

建
築
し
よ
う
と
す
る
建
築
物
の
敷
地
の
位
置
及
び
地
盤
面
の
高
さ
（
建
築
物
が
周
囲
の
地
面
と
接
す
る
位
置
の
う
ち
最
も
低
い
位
置
の
高
さ
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）

三

建
築
し
よ
う
と
す
る
建
築
物
の
構
造

四

建
築
し
よ
う
と
す
る
建
築
物
の
用
途

五

建
築
し
よ
う
と
す
る
建
築
物
の
敷
地
の
想
定
浸
水
位

六

建
築
し
よ
う
と
す
る
建
築
物
の
居
室
の
位
置
及
び
床
面
の
高
さ

七

そ
の
他
規
則
で
定
め
る
事
項

（
認
定
の
基
準
）

第
二
十
四
条

知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
認
定
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
建
築
物
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
認
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定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

敷
地
の
地
盤
面
の
高
さ
及
び
居
室
の
床
面
の
高
さ
が
想
定
浸
水
位
よ
り
高
い
位
置
に
あ
る
こ
と
。

二

主
要
構
造
部
（
壁
、
柱
及
び
は
り
の
う
ち
、
構
造
耐
力
上
主
要
な
部
分
に
限
る
。）
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
鉄
骨
造
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
構
造
で
あ
り
、
か
つ
、
居
室
の

床
面
の
高
さ
が
想
定
浸
水
位
よ
り
高
い
位
置
に
あ
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
と
同
等
以
上
の
安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
建
築
物
と
し
て
規
則
で
定
め
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

（
認
定
の
条
件
等
）

第
二
十
五
条

知
事
は
、
洪
水
又
は
雨
水
出
水
に
よ
る
浸
水
被
害
か
ら
県
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
認
定
に

条
件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

知
事
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
の
認
定
を
し
た
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
認
定
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

前
項
の
認
定
証
の
交
付
を
受
け
た
後
で
な
け
れ
ば
、
建
築
物
の
建
築
の
工
事
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
変
更
の
認
定
等
）

第
二
十
六
条

第
二
十
三
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
建
築
主
は
、
当
該
認
定
に
係
る
建
築
物
に
つ
い
て
同
条
第
三
項
各
号
（
第
五
号
を
除
く
。）
に
掲
げ
る
事
項
を
変
更
し
て
、
当
該
建

築
物
の
建
築
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
工
事
に
着
手
す
る
前
に
、
知
事
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
変
更
後
の
建
築
物
が

同
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
以
外
の
も
の
と
な
る
と
き
、
又
は
規
則
で
定
め
る
軽
微
な
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

2

第
二
十
三
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
建
築
主
は
、
前
項
た
だ
し
書
に
該
当
す
る
変
更
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
知
事
に
届
け
出
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3

第
二
十
三
条
第
三
項
及
び
前
二
条
の
規
定
は
、
第
一
項
の
認
定
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
認
定
の
取
消
し
等
）

第
二
十
七
条

知
事
は
、
第
二
十
三
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
用
途
に
供
す
る
建
築
物
の
建
築
主
が
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
同
項
若
し
く
は
前
条
第
一
項
の
認
定

を
取
り
消
し
、
若
し
く
は
当
該
認
定
に
付
し
た
条
件
を
変
更
し
、
又
は
当
該
建
築
主
に
対
し
て
、
当
該
建
築
物
の
建
築
の
工
事
の
停
止
を
命
じ
、
若
し
く
は
相
当
の
猶
予
期
限
を
付
け
て
、

必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
違
反
し
た
と
き
。

二

第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
認
定
に
付
し
た
条
件
に
違
反
し
た
と
き
。

三

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
と
き
。

（
雨
水
の
浸
透
及
び
保
持
等
に
係
る
機
能
の
維
持
）
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第
二
十
八
条

農
地
、
森
林
等
を
所
有
し
、
又
は
使
用
収
益
す
る
権
原
を
有
す
る
者
は
、
そ
の
土
地
が
有
す
る
雨
水
を
浸
透
さ
せ
、
及
び
保
持
す
る
機
能
の
保
全
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
農
地
、
森
林
そ
の
他
の
雨
水
を
浸
透
さ
せ
、
及
び
保
持
す
る
機
能
を
有
す
る
土
地
並
び
に
当
該
機
能
の
保
全
の
た
め
に
必
要
な
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
と
す
る
。

3

県
は
、
流
域
に
お
け
る
生
態
系
の
有
す
る
洪
水
等
及
び
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
機
能
が
持
続
的
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、
生
態
系
の
保
全
及
び
再
生
に
資
す

る
必
要
な
支
援
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
三
節

河
川
に
係
る
情
報
等
の
収
集
及
び
提
供

（
情
報
基
盤
の
整
備
）

第
二
十
九
条

県
は
、
水
災
害
に
よ
る
被
害
を
防
止
し
、
又
は
軽
減
す
る
た
め
、
県
が
管
理
す
る
河
川
の
水
位
、
降
雨
量
の
状
況
、
関
係
す
る
ダ
ム
の
貯
水
位
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
を
収

集
し
、
国
、
市
町
村
、
県
民
そ
の
他
の
関
係
者
に
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
前
項
に
規
定
す
る
情
報
の
収
集
及
び
提
供
に
当
た
っ
て
は
、
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
そ
の
他
の
迅
速
か
つ
的
確
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
し
、
必
要
な
施
設
及
び
設
備
の

整
備
及
び
維
持
管
理
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
前
防
災
行
動
計
画
等
の
情
報
提
供
）

第
三
十
条

県
は
、
洪
水
等
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
県
民
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
、
当
該
場
合
に
お
い
て
国
、
県
、

市
町
村
、
県
民
そ
の
他
の
関
係
者
が
と
る
べ
き
行
動
を
明
ら
か
に
し
た
計
画
（
以
下
「
事
前
防
災
行
動
計
画
」
と
い
う
。）
が
策
定
さ
れ
る
よ
う
、
国
、
市
町
村
等
と
連
携
協
力
し
て
取

り
組
む
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
事
前
防
災
行
動
計
画
が
策
定
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
県
民
に
情
報
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

3

県
民
は
、
事
前
防
災
行
動
計
画
に
の
っ
と
り
、
適
切
に
行
動
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

4

県
は
、
洪
水
等
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
県
民
の
迅
速
か
つ
円
滑
な
避
難
を
確
保
す
る
た
め
、
水
防
法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
洪
水
浸
水
想

定
区
域
、
同
法
第
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
雨
水
出
水
浸
水
想
定
区
域
及
び
同
法
第
十
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
高
潮
浸
水
想
定
区
域
を
、
県
民
に
情
報
提
供
す
る
も
の
と

す
る
。

5

県
は
、
水
防
法
第
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
長
が
行
う
印
刷
物
の
配
布
そ
の
他
の
措
置
が
円
滑
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
協
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
章

利
水

（
貯
留
機
能
の
維
持
及
び
向
上
）

第
三
十
一
条

県
は
、
そ
の
管
理
す
る
ダ
ム
に
つ
い
て
、
安
定
的
な
水
の
供
給
に
資
す
る
た
め
、
貯
留
機
能
を
維
持
し
、
及
び
向
上
さ
せ
る
た
め
の
必
要
な
対
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
治
水
機
能
を
有
す
る
ダ
ム
に
あ
っ
て
は
、
治
水
機
能
を
確
保
し
た
上
で
、
当
該
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
水
利
用
の
現
状
の
検
証
等
）
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第
三
十
二
条

県
は
、
そ
の
管
理
す
る
ダ
ム
に
つ
い
て
、
ダ
ム
完
成
後
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
勘
案
し
、
必
要
に
応
じ
、
水
利
用
の
現
状
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
基
づ

き
、
利
水
に
関
す
る
計
画
の
見
直
し
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
堆
積
土
砂
に
係
る
総
合
的
な
対
策
）

第
三
十
三
条

県
は
、
そ
の
管
理
す
る
ダ
ム
に
つ
い
て
、
ダ
ム
の
貯
水
池
内
の
堆
積
土
砂
の
除
去
に
加
え
、
当
該
貯
水
池
の
上
流
に
位
置
す
る
県
が
管
理
す
る
河
川
内
の
堆
積
土
砂
の
除
去

を
含
め
た
堆
積
土
砂
に
係
る
総
合
的
な
対
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
県
以
外
の
管
理
者
へ
の
要
請
等
）

第
三
十
四
条

知
事
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
県
以
外
の
ダ
ム
の
管
理
者
に
対
し
て
、
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
前
三
条
の
規
定
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
し
、
又

は
協
力
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

え
ん

（
堰
堤
の
活
用
）

第
三
十
五
条

県
は
、そ
の
管
理
す
る
砂
防
堰
堤
及
び
治
山
堰
堤
の
構
造
及
び
機
能
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
、当
該
堰
堤
に
貯
留
さ
れ
て
い
る
流
水
の
利
用
に
努
め
る
と
と
も
に
、

水
利
使
用
者
（
新
た
に
水
利
使
用
者
に
な
ろ
う
と
す
る
者
を
含
む
。
第
四
十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。）
に
対
し
て
堰
堤
に
係
る
流
水
の
適
正
な
活
用
に
関
す
る
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
協

力
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
農
業
用
水
施
設
に
お
け
る
適
正
な
水
の
管
理
等
）

第
三
十
六
条

農
業
用
水
施
設
（
農
業
用
水
を
供
給
す
る
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
管
理
す
る
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
施
設
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
よ
う
に
維
持
し
、
修
繕
し
、
も

っ
て
水
の
利
用
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
農
業
用
水
の
利
用
に
資
す
る
た
め
、
農
業
用
水
施
設
を
適
正
に
保
全
す
る
た
め
の
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
水
道
事
業
者
に
対
す
る
支
援
）

第
三
十
七
条

県
は
、
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
水
道
用
水
の
利
用
に
資
す
る
た
め
、
水
道
法
第
三
条
第
五
項
に
規
定
す
る
水
道
事
業
者
に
対
し
、
水
道
施
設
（
同
条
第
八
項
に
規
定
す
る
水

道
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
適
正
に
保
全
す
る
た
め
の
情
報
の
提
供
、
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
工
業
用
水
施
設
に
お
け
る
適
正
な
水
の
管
理
等
）

第
三
十
八
条

工
業
用
水
施
設
（
工
業
用
水
を
供
給
す
る
施
設
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
を
管
理
す
る
者
は
、
そ
の
管
理
す
る
施
設
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
よ
う
に
維
持
し
、
修
繕
し
、
も

っ
て
水
の
利
用
が
適
正
に
行
わ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
安
定
的
か
つ
効
率
的
な
工
業
用
水
の
利
用
に
資
す
る
た
め
、
工
業
用
水
施
設
を
適
正
に
保
全
す
る
た
め
の
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
指
導
）

第
三
十
九
条

知
事
は
、
農
業
用
水
施
設
、
水
道
施
設
又
は
工
業
用
水
施
設
の
う
ち
、
水
利
使
用
者
（
河
川
法
第
八
十
七
条
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

再
校



の
規
定
に
よ
り
同
法
第
二
十
三
条
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
の
許
可
又
は
同
法
第
二
十
三
条
の
二
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合

を
含
む
。）
の
登
録
を
受
け
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
者
を
除
く
。）
が
設
置
し
た
流
路
を
形
成
す
る
工
作
物
（
農
地
、
水
道
施
設
の
浄
水
場
又
は
工
場
に
至
る
ま
で
の
間
に
限
る
。）
に
つ

い
て
、
損
傷
等
の
異
常
を
発
見
し
た
場
合
は
、
当
該
工
作
物
の
管
理
者
に
対
し
、
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
再
生
水
等
の
利
用
）

第
四
十
条

県
、
県
民
及
び
事
業
者
は
、
再
生
水（
ろ
過
、
化
学
処
理
等
を
行
う
こ
と
に
よ
り
再
利
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
水
を
い
う
。）、
雨
水
、
地
下
水
及
び
湧
水（
以
下「
再
生
水
等
」

と
い
う
。）
が
貴
重
な
水
資
源
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
、
再
生
水
等
の
利
用
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
市
町
村
と
連
携
し
て
、
再
生
水
等
の
利
用
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
、
県
民
及
び
事
業
者
に
対
し
、
情
報
の
提
供
、
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
流
水
の
活
用
）

第
四
十
一
条

県
及
び
水
利
使
用
者
は
、
地
域
に
存
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
多
様
な
流
水
を
活
用
す
る
取
組
の
実
施
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

（
利
水
サ
ポ
ー
ト
団
体
）

第
四
十
二
条

知
事
は
、
国
、
県
及
び
市
町
村
と
連
携
し
て
、
次
に
掲
げ
る
活
動
を
行
う
法
人
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
を
、
利
水
サ
ポ
ー
ト
団
体
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

国
、
県
及
び
市
町
村
が
行
う
節
水
及
び
渇
水
対
策
へ
の
協
力

二

節
水
及
び
渇
水
対
策
に
必
要
な
器
具
、
資
材
又
は
設
備
の
保
管
及
び
提
供

三

節
水
、
渇
水
対
策
及
び
再
生
水
等
の
利
用
に
関
す
る
情
報
又
は
資
料
の
収
集
及
び
提
供

四

節
水
、
渇
水
対
策
及
び
再
生
水
等
の
利
用
に
関
す
る
調
査
研
究

五

節
水
、
渇
水
対
策
及
び
再
生
水
等
の
利
用
に
関
す
る
知
識
の
普
及
啓
発

2

前
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
も
の
は
、
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
知
事
に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
渇
水
時
の
被
害
軽
減
対
策
）

第
四
十
三
条

県
は
、
異
常
な
渇
水
が
発
生
し
た
と
き
、
又
は
そ
の
発
生
が
予
測
さ
れ
る
と
き
は
、
水
利
使
用
者
の
間
で
円
滑
に
水
利
使
用
の
調
整
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
関
係
す
る
河
川
管

理
者
（
河
川
法
第
七
条
（
同
法
第
百
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）
に
規
定
す
る
河
川
管
理
者
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）
と
連
携
の
上
、
必
要
な
支
援
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。

2

県
は
、
関
係
す
る
市
町
村
、
水
利
使
用
者
及
び
前
条
第
一
項
の
利
水
サ
ポ
ー
ト
団
体
と
連
携
し
、
異
常
な
渇
水
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
情
報
を
速
や
か
に
提
供
す
る
も
の
と
す

る
。

3

県
は
、
異
常
な
渇
水
が
発
生
し
た
と
き
は
、
関
係
す
る
市
町
村
、
水
利
使
用
者
及
び
前
条
第
一
項
の
利
水
サ
ポ
ー
ト
団
体
の
協
力
を
得
て
、
渇
水
に
よ
る
河
川
環
境
へ
の
影
響
及
び
県

三
校



民
へ
の
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
必
要
な
施
策
の
実
施
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

4

水
利
使
用
者
及
び
県
民
は
、
異
常
な
渇
水
に
備
え
る
た
め
、
平
常
時
か
ら
節
水
並
び
に
代
替
水
源
及
び
備
蓄
水
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
事
前
渇
水
行
動
計
画
）

第
四
十
四
条

県
は
、
異
常
な
渇
水
に
よ
る
被
害
を
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
た
め
、
規
則
で
定
め
る
ダ
ム
の
貯
水
率
に
応
じ
て
県
が
講
ず
べ
き
対
策
並
び
に
水
利
使
用
者
及
び
県
民
が
と
る

べ
き
行
動
を
明
ら
か
に
し
た
計
画
（
以
下
「
事
前
渇
水
行
動
計
画
」
と
い
う
。）
を
策
定
す
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
事
前
渇
水
行
動
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
関
係
す
る
河
川
管
理
者
、
市
町
村
及
び
水
利
使
用
者
と
の
調
整
を
図
る
も
の
と
す
る
。

3

県
は
、
事
前
渇
水
行
動
計
画
を
策
定
し
た
と
き
は
、
そ
の
内
容
を
県
民
に
情
報
提
供
す
る
も
の
と
す
る
。

4

水
利
使
用
者
及
び
県
民
は
、
事
前
渇
水
行
動
計
画
に
の
っ
と
り
、
適
切
に
行
動
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

水
循
環
及
び
環
境

か
ん

（
涵
養
機
能
の
維
持
及
び
向
上
）

第
四
十
五
条

県
は
、
次
に
掲
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
水
の
涵
養
機
能
の
維
持
及
び
向
上
を
図
る
も
の
と
す
る
。

一

森
林
の
有
す
る
水
源
の
涵
養
の
機
能
を
持
続
的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
森
林
に
つ
い
て
現
状
を
把
握
し
、
整
備
及
び
保
全
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
県
民
が
組
織
す
る
団
体
等
に
よ

る
森
林
の
整
備
及
び
保
全
に
関
す
る
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
。

二

農
地
の
有
す
る
地
下
水
の
涵
養
の
機
能
を
効
果
的
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
農
地
の
整
備
及
び
保
全
に
関
す
る
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
。

三

県
が
管
理
す
る
河
川
に
お
い
て
、
河
川
か
ら
の
地
下
水
の
涵
養
の
促
進
に
資
す
る
整
備
を
行
う
こ
と
。

（
水
質
の
保
全
等
）

第
四
十
六
条

県
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
用
水
域
及
び
地
下
水
の
水
質
（
以
下
「
公
共
用
水
域
等
の
水
質
」
と

い
う
。）
の
保
全
及
び
改
善
に
資
す
る
た
め
、
同
法
第
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
測
定
計
画
に
基
づ
き
、
公
共
用
水
域
等
の
水
質
の
状
態
に
つ
い
て
継
続
的
な
監
視
を
行
う
も
の
と
す

る
。

2

県
は
、
市
町
村
と
連
携
し
て
、
公
共
用
水
域
等
の
水
質
に
対
す
る
生
活
排
水
及
び
農
業
排
水
（
農
地
か
ら
排
出
し
、
又
は
浸
透
す
る
水
を
い
う
。）
に
よ
る
汚
濁
の
負
荷
の
低
減
に
資

す
る
施
策
の
実
施
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
水
循
環
の
把
握
）

第
四
十
七
条

県
は
、
健
全
な
水
循
環
に
資
す
る
各
種
の
施
策
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
河
川
の
流
況
及
び
水
利
用
の
状
況
並
び
に
県
が
定
め
る
観
測
地
点
に
お
け
る
地
下
水
の
状
況

を
定
期
的
に
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
循
環
の
状
況
の
把
握
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
前
項
に
規
定
す
る
調
査
に
よ
り
把
握
し
た
水
循
環
の
状
況
を
公
表
し
、
県
民
と
の
情
報
共
有
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

再
校



（
流
域
環
境
の
保
全
等
）

第
四
十
八
条

県
は
、
そ
の
管
理
す
る
河
川
及
び
河
川
管
理
施
設
等
の
整
備
及
び
維
持
管
理
に
当
た
っ
て
は
、
健
全
な
水
循
環
の
維
持
又
は
回
復
並
び
に
流
域
全
体
を
視
野
に
入
れ
た
生
態

系
の
保
全
及
び
再
生
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
先
導
的
な
技
術
の
研
究
開
発
）

第
四
十
九
条

県
は
、
健
全
な
水
循
環
の
維
持
又
は
回
復
に
資
す
る
先
導
的
な
技
術
の
研
究
開
発
を
促
進
す
る
た
め
、
そ
の
管
理
す
る
河
川
及
び
河
川
管
理
施
設
等
に
お
い
て
、
事
業
者
及

び
大
学
そ
の
他
の
研
究
機
関
が
実
施
す
る
水
循
環
に
関
す
る
取
組
で
あ
っ
て
、
地
域
に
お
け
る
課
題
の
解
決
に
資
す
る
も
の
に
対
す
る
支
援
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
の
実
施
に
努
め
る
も

の
と
す
る
。

（
水
量
の
確
保
及
び
水
辺
の
整
備
等
）

第
五
十
条

県
は
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
者
と
連
携
し
て
、
県
民
等
が
河
川
と
親
し
み
、
及
び
共
生
す
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
河
川
の
水
量
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
者
と
連
携
し
て
、
観
光
及
び
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
等
に
資
す
る
水
辺
の
整
備
並
び
に
自
然
と
共
生
す
る
水
辺
の
環
境
の
創
出
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

3

県
は
、
前
項
に
規
定
す
る
水
辺
の
整
備
及
び
水
辺
の
環
境
の
創
出
に
当
た
っ
て
は
、
障
が
い
の
有
無
、
年
齢
、
性
別
等
に
か
か
わ
ら
ず
多
様
な
人
々
が
水
辺
を
利
用
し
や
す
い
構
造
と

な
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
県
以
外
の
管
理
者
等
へ
の
要
請
等
）

第
五
十
一
条

知
事
は
、
良
好
な
河
川
環
境
を
保
全
し
、
及
び
形
成
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
場
合
は
、
県
以
外
の
河
川
及
び
河
川
管
理
施
設
等
の
管
理
者
等
に
対
し
て
、
基
本
理

念
に
の
っ
と
り
、
前
条
の
規
定
に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
よ
う
要
請
し
、
又
は
協
力
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

第
五
章

災
害
対
応

（
市
町
村
へ
の
技
術
支
援
等
）

第
五
十
二
条

県
は
、
市
町
村
長
が
的
確
に
避
難
の
勧
告
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
洪
水
等
又
は
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
の
発
生
時
か
否
か
を
問
わ
ず
、
市
町
村
に
対
す
る
情
報
の

提
供
、
技
術
的
な
助
言
、
連
携
体
制
の
構
築
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
洪
水
等
又
は
津
波
に
よ
る
大
規
模
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
市
町
村
の
浸
水
被
害
へ
の
対
応
能
力
が
著
し
く
低
下
し
た
場
合
又
は
そ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
市
町

村
に
対
し
て
、
排
水
ポ
ン
プ
車
に
よ
る
排
水
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
水
防
体
制
の
強
化
等
）

第
五
十
三
条

県
は
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
者
と
連
携
し
て
、
水
防
活
動
の
拠
点
の
整
備
及
び
水
防
資
材
の
備
蓄
並
び
に
水
防
活
動
の
拠
点
及
び
水
防
資
材
の
適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
者
と
連
携
し
て
、
水
防
団
員
等
の
水
防
技
術
の
習
得
及
び
向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
い
、
水
防
団
の
強
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

再
校



3

県
は
、
国
、
市
町
村
、
水
防
団
、
流
域
住
民
そ
の
他
の
関
係
者
と
連
携
し
て
、
水
防
活
動
の
拠
点
等
を
活
用
し
た
水
防
訓
練
を
実
施
し
、
水
防
体
制
の
強
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

4

県
は
、
津
波
の
発
生
時
に
お
け
る
水
防
活
動
そ
の
他
の
危
険
を
伴
う
水
防
活
動
に
従
事
す
る
者
の
安
全
の
確
保
が
図
ら
れ
る
よ
う
平
常
時
か
ら
備
え
る
も
の
と
す
る
。

（
放
置
艇
の
解
消
）

第
五
十
四
条

県
は
、
洪
水
等
又
は
津
波
に
よ
る
浸
水
被
害
の
発
生
時
に
お
け
る
被
害
の
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
、
放
置
艇
（
正
当
な
権
原
に
基
づ
か
ず
、
継
続
的
に
係
留
等
が
さ
れ
て
い

る
船
舶
を
い
う
。）
を
解
消
す
る
た
め
の
計
画
を
策
定
し
、
そ
の
解
消
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
河
川
管
理
施
設
等
の
事
前
復
旧
計
画
等
）

第
五
十
五
条

県
は
、
そ
の
管
理
す
る
排
水
施
設
そ
の
他
の
重
要
な
河
川
管
理
施
設
等
及
び
ダ
ム
が
被
災
し
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
そ
の
機
能
の
復
旧
又
は
代
替
す
る
機
能
の
確
保
が
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
ら
の
施
設
の
事
前
復
旧
計
画
の
策
定
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
そ
の
管
理
す
る
河
川
に
つ
い
て
、
著
し
い
流
木
等
の
漂
着
に
よ
り
、
そ
の
流
下
能
力
が
阻
害
さ
れ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
流
下
能
力
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

流
木
等
の
除
去
計
画
の
策
定
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

（
震
災
時
等
の
水
資
源
を
確
保
す
る
た
め
の
対
策
の
強
化
）

第
五
十
六
条

第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
流
路
を
形
成
す
る
工
作
物
の
管
理
者
は
、
当
該
工
作
物
の
強
化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
当
該
工
作
物
が
被
災
し
た
場
合
に
備
え
、
早
期
復
旧
を
可

能
と
す
る
資
機
材
の
備
蓄
、
相
互
応
援
体
制
の
構
築
並
び
に
代
替
水
源
及
び
備
蓄
水
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
震
災
等
に
よ
り
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
用
水
の
取
水
及
び
送
水
の
機
能
が
失
わ
れ
な
い
よ
う
、
第
三
十
九
条
に
規
定
す
る
流
路
を
形
成
す
る
工
作
物
の
管
理
者
に
対
し
、
事
前

防
災
及
び
減
災
に
係
る
対
策
に
つ
い
て
技
術
的
な
助
言
そ
の
他
の
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

（
震
災
時
等
の
水
の
融
通
の
円
滑
化
）

第
五
十
七
条

県
は
、
震
災
等
に
よ
り
用
水
の
取
水
又
は
送
水
の
機
能
に
支
障
が
生
じ
た
と
き
は
、
水
利
使
用
者
の
間
で
円
滑
に
水
利
使
用
の
調
整
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
関
係
す
る
河
川
管

理
者
と
連
携
の
上
、
必
要
な
支
援
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
震
災
時
等
の
河
川
等
の
活
用
）

第
五
十
八
条

県
は
、
震
災
等
の
発
生
時
に
お
い
て
、
そ
の
管
理
す
る
河
川
管
理
施
設
を
避
難
場
所
及
び
救
援
物
資
等
の
置
場
等
に
活
用
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す

る
。

2

県
は
、
震
災
等
の
発
生
時
に
お
い
て
、
避
難
並
び
に
救
援
に
必
要
な
資
材
及
び
人
員
の
輸
送
に
利
用
す
る
経
路
を
確
保
す
る
た
め
、
そ
の
管
理
す
る
河
川
及
び
河
川
管
理
施
設
を
避
難

路
及
び
緊
急
輸
送
路
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

第
六
章

水
教
育

（
地
域
に
お
け
る
課
題
を
踏
ま
え
た
水
教
育
の
推
進
）

再
校



第
五
十
九
条

県
は
、
市
町
村
そ
の
他
の
関
係
者
と
連
携
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
基
本
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
課
題
を
踏
ま
え
た
水
教
育
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

治
水
及
び
利
水
の
歴
史
並
び
に
水
に
関
わ
る
文
化
に
対
す
る
県
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
水
に
関
わ
る
労
苦
の
歴
史
及
び
文
化
を
次
代
に
継
承
す
る
こ
と
。

二

健
全
な
水
循
環
の
重
要
性
に
対
す
る
県
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
健
全
な
水
循
環
の
維
持
又
は
回
復
に
資
す
る
こ
と
。

三

河
川
環
境
及
び
流
域
の
自
然
環
境
に
対
す
る
県
民
の
理
解
と
関
心
を
深
め
、
そ
の
保
全
及
び
再
生
に
資
す
る
こ
と
。

四

平
常
時
か
ら
水
災
害
に
備
え
、
水
災
害
の
発
生
時
に
は
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
水
災
害
及
び
水
災
害
対
策
に
関
す
る
知
識
を
普
及
す
る
こ
と
。

（
学
校
に
お
け
る
水
教
育
）

第
六
十
条

県
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う
子
供
が
、
水
に
親
し
む
と
と
も
に
、
治
水
及
び
利
水
の
歴
史
、
水
に
関
わ
る
文
化
、
健
全
な
水
循
環
の
重
要
性
等
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
を
深

め
、
さ
ら
に
、
水
に
関
わ
る
労
苦
の
歴
史
及
び
文
化
を
未
来
に
引
き
継
げ
る
よ
う
、
学
校
に
お
け
る
水
教
育
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
水
教
育
を
推
進
す
る
環
境
の
整
備
）

第
六
十
一
条

県
は
、
県
民
が
容
易
に
水
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
水
教
育
に
関
す
る
教
材
を
作
成
し
、
そ
の
効
果
的
な
提
供
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
水
に
関
わ
る
歴
史
及
び
文
化
の
遺
産
並
び
に
河
川
の
整
備
事
例
等
を
整
理
し
、
水
教
育
の
推
進
に
活
用
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
水
に
関
す
る
行
事
等
を
通
じ
た
水
教
育
）

第
六
十
二
条

県
は
、
第
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
行
事
、
水
循
環
基
本
法
第
十
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
業
そ
の
他
水
に
関
す
る
催
し
（
以
下
「
水
に
関
す
る
行
事
等
」
と
い
う
。）
を

積
極
的
に
実
施
し
、
又
は
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
水
教
育
の
推
進
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
流
域
に
お
け
る
交
流
の
促
進
）

第
六
十
三
条

県
は
、
治
水
及
び
利
水
の
機
能
そ
の
他
の
ダ
ム
及
び
森
林
の
恩
恵
に
つ
い
て
、
県
民
が
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
上
流
の
水
源
地
域
の
住
民
と
下
流
の
地
域
の

住
民
と
の
交
流
を
は
じ
め
と
す
る
流
域
内
の
住
民
の
交
流
の
機
会
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

（
水
教
育
の
展
開
）

第
六
十
四
条

県
は
、
県
民
と
の
連
携
及
び
協
働
の
下
に
、
県
の
全
域
に
お
い
て
水
教
育
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

2

県
は
、
水
教
育
及
び
水
に
関
す
る
行
事
等
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
全
て
の
県
民
が
参
加
し
や
す
い
環
境
の
整
備
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

第
七
章

罰
則

第
六
十
五
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
（
建
築
基
準
法
第
八
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
こ
れ
ら
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）
の
規

定
に
違
反
し
た
者

二

偽
り
そ
の
他
不
正
の
手
段
に
よ
り
第
二
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
十
六
条
第
一
項
の
認
定
を
受
け
た
者

初
校



三

第
二
十
五
条
第
三
項
（
第
二
十
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）（
建
築
基
準
法
第
八
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
違

反
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
建
築
物
の
工
事
施
工
者

四

第
二
十
七
条
（
建
築
基
準
法
第
八
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
準
用
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。）
の
規
定
に
よ
る
知
事
の
命
令
に
違
反
し
た
者

第
六
十
六
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
、
前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
そ
の
行
為
者

を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て
同
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

1

こ
の
条
例
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
建
築
基
準
法
施
行
条
例
の
一
部
改
正
）

2

建
築
基
準
法
施
行
条
例
（
昭
和
四
十
七
年
徳
島
県
条
例
第
三
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
条
例
は
」
の
下
に
「
、
別
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
」
を
加
え
る
。

第
四
条
中
「
災
害
危
険
区
域
内
」
を
「
災
害
危
険
区
域
（
徳
島
県
治
水
及
び
利
水
等
流
域
に
お
け
る
水
管
理
条
例
（
平
成
二
十
八
年
徳
島
県
条
例
第

号
）
第
二
十
三
条
第
一
項

に
規
定
す
る
河
川
等
出
水
警
戒
区
域
を
除
く
。）
内
」
に
改
め
る
。

初
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